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記 

 

１．開催日時  平成 29年 9月 4 日（月）13:30～15:30 

２．開催場所  （一社）日本寝具寝装品協会 日本橋小舟町事務所内 

        東京都中央区日本橋小舟町 7－2 小舟町 243 ビル 7Ｆ ☎ 03-6661-0213 

３. 議題(1)     まくら品名／名称表記調査について 

   （2）    サイズ、高さ調節等の表記検証について 

（3）    まくら品質表示ルール策定について 

（4）  その他 

 

議事録：議題(1) 

池田部会長：表記すべき品名、愛称等を策定の為、各委員調査報告から発表頂きたい。 

浅黄委員 ：アサギのまくらは、サイズはウレタン中材等での取り都合から決めている。

品名では、さくらんぼまくらもある。 

只野委員 ：品名は様々である。高さは 5段階使用時はピッチ２ｃｍである。 

池田部会長：西川産業は高さサイズ表記せず、高中低 で示し、調節はシート応用である。 

河元委員 ：サイズは仕上がりと仕上がりでないものがある。まくらカバーとの絡みでサ

イズ表記は約〇ｃｍ位のファジーな表現である。 

      形状表現、長方形、ハート形とか、くぼみ型、波型、ショルダー型、首元丸

カット型、フラット型とか見た目を重視している。 

 

 

議題(2) 

小野委員 ：自社製品のサイズ測定を実施してみた。側寸の外周 2分の 1表記である。 

浅黄委員 ：まくらサイズで約の表記が多い。約とは許容値はあるのか？ 

池田部会長：約のサイズ使用は伸縮素材の場合である。約表記も一つの方法である。 

奧谷専務 ：巾×奥行×高さのサイズ概念を決め、それに対して約の定義を決めるが良い。 

河元委員 ：高さは別項目がよいのではないか。巾×奥行は側か平置きでも測定しやすい。 

池田部会長：表記は誰の為のものかを忘れずの基本で決めていきたい。 

奧谷専務 ：高さが一体化表記されないとカバー選びが難しいのではないか。 

河元専務 ：西川産業の肩楽寝まくらに合うカバーは何？の問合せが多い。本体を売る売

場等に置いていないのではないか。専用カバーでないと合わないものは、専

用カバー使用表現をしてほしい。 

小野委員 ：肩楽寝まくらは特別サイズでなく、汚れが気になる方はカバーを使用下さい、

の表記をしている。 



池田部会長：カバーサイズパターンは種類的にいくつ位になるのか。 

奧谷専務 ：カバーサイズを特定し、S SL D とかサイズ呼称決めて、実際現場で整合

性検証してもらうのが良い。 

河元委員 ：43×63ｃｍとかサイズ規格統一化を図っていくのがよい。 

浅黄委員 ：ピロー（S）とピローカバー（S）が合えばよい。 

奧谷専務 ：まくらに合わせるカバーサイズは、（ミニ S）35×50ｃｍ、（S）43×63ｃｍ 

（ワイド）50×70ｃｍ、（D）43×120ｃｍ、（JR）29×40ｃｍである。 

サイズ呼称は要検討として基本サイズはこれだけなのか。 

河元委員 ：今後の主流の（SD）43×70ｃｍもいれて 6パターンと思う。 

池田部会長：まくら本体サイズ表記は縦×横は容易、高さが困難で平置きか、荷重測定か。

また、高さはどの部位での高さなのか。 

小野委員 ：ｃｍ表記の他に、高中低 表記もあり、その根拠がわからない表現が多い。 

      当社では、低 2～5ｃｍ、中 4～7ｃｍ、高 6～9ｃｍこれは首の高さである。 

河元委員 ：①実寸 ②高中低 どちらといえばサイズ表現は実寸だと実際使用値が違い

すぎるので、②の高中低表現の基準を決めるのがよいと思う。 

池田部会長：まずは、「一番高い部位の見掛け高さ」×「素材」の方法でスタートしたい。 

      (例) パイプ 実寸高さ 5ｃｍ  中（5ｃｍ） 

         PE わた  実寸高さ 5ｃｍ  低（5ｃｍ） 

      実際使用値の荷重ｋｇまたは測定法の JIS 化等は次のステップ事項としたい。 

河元委員 ：高さ調節表現はどうするのか。 

池田部会長：高さ調節の可、不可は取扱い表記であるので、品質表示外に記載することと

なる事項である。 

  

 

議題(3) 

池田部会長：次の検討事項として、品名表現をどうするかを協議したい。 

奧谷専務 ：品名は３ツに分かれる 素材 ウォッシャブル等機能  特徴表現 になる。 

池田部会長：素材で一番多く使っているものを品名とするのがよい。 

浅黄委員 ：ふとんでは合繊入り羊毛掛けふとん。さくらんぼ入りウレタンまくらになる。 

中村 JBA ：品名は、素材、用途で表現したらどうか、ウレタン入り抱きまくら とか。 

      愛称（俗称）は構造、特徴、機能を表現したらどうか。 

池田部会長：品名、愛称(俗称)も家表法順守が基本での名付けとし、重量（主素材と従素

材の組合わせまくらでは重量比も必要となってくる）、洗濯絵表示、硬さ、６

パターンのサイズ呼称、形状表現等を次回検討としたい。 

 

      次回 10 月 4 日午後 1 時 30 分～開催での上記検討事項で、調査資料、ご意見

をメール配信で情報共有したいので 事前対応願いたい。 

                                      以上 

 


